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「
な
ん
で
こ
ん
な
に
高
い
ん

だ」
金
沢
市
内
に
住
む
団
体
職
員

の
40代
男
性
は
、

1
月
分
の
電

気
料
金
に
こ
う
声
を
上
げ
た
。

オ
ー
ル
電
化
の
6
人
家
族
で
、

請
求
料
金
は
約
3
万
2
千
円
。

昨
年
1
月
の
約
2
万
3
千
円
か

ら
39％
上
が
っ
た
。
男
性
は
「
霙

主
愈
い
て
い
た
。
こ
れ
以
上
は

上
が
ら
な
い
で
ほ
し
い
」
と
諾

っ
た
。

E

昏
電

i
t

こ
と
も
否
リ
、
富
山
市
内
の
40

代
会
社
員
男
性
は
、

1
月
の
電

気
代
が
秋
の
約
2
倍
の
3
万
円

な
っ
た
。
「
寒
く
な
っ
て
エ

ア
コ
ン

Q
器
碍
増
え
た
。
仕

姉

に方
な
い
と
は
い
え
、
負
担
は
重

い
」
と
た
め
息
を
つ
い
た
。

オ
ー
ル
電
化
世
帯
が
契
約
す

國

iの
電
気
料
金
メ
ニ
ュ
ー

は
、
燃
料
費
の
上
昇
分
の
転
嫁

に
上
限
の
な
い
「
自
由
料
金
」

北電の電気料金

オール電化 ー

蘊
電
力
の
オ
ー
ル
電
化
世
帯
向
け

の
「
自
由
料
金
」
で
、

1
月
請
求
分
の

料
金
が
高
騰
し
て
い
る
。

1
年
余
に
わ

た
っ
て
燃
料
費
上
昇
の
影
響
を
受
け
、

昨
年
冬
季
と
比
較
し
て
4
割
程
度
値
上

が
り
す
る
家
庭
が
目
立
つ
。
た
だ
、

2

且

欝

薗

が

リ

、

料

金

は

抑

雙
J

れ
る
。
こ
公
拙
蘊
が
4
月
の
北

電
の
値
上
げ
幅
よ
り
も
大
き
い
た
め
、

オ
ー
ル
電
化
世
帯
の
負
担
は
2
月
以
降

輻
く
な
リ
、

1
月
請
求
分
が
直
近
で
最

も
高
く
な
る
可
能
性
が
0
令

月最も高＜
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と
呼
ば
れ
る
料
金
体
系
だ
。
転
北
電
は
今
週
、
価
上
げ
に
関
り
、
心
苦
し
い
が
、
料
金
の
価

嫁
に
上
限
の
忍
「
規
制
料
金
」
す
る
顧
客
説
明
会
が
ピ
ー
ク
を
上
げ
Q
宵
景
や
仕
組
み
を
理
解

と
異
な
リ
、
燃
料
費
の
高
騰
の
迎
え
て
い
る
。
担
当
者
は
「
負
し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
た

影
響
を
も
ろ
に
受
け
て
き
た
。
担
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
い
」
と
話
し
た
。

澁
に
よ
る
と
、
今
年
度
の
燃

乱
は
昨
喜
2
.
5

堕
企
業
、

4
月
以
降
高
く

な
っ
た
。

2
月
か
ら
は
、
国
の
電
気
代
オ
ー
ル
電
化
世
帯
と
同
じ
く
き
な
い
。
繊
維
業
界
は
生
き
る

開
が
入
リ
、
料
金
が
約
2
割
自
由
料
金
メ
ニ
ュ
ー
で
の
契
約
か
死
ぬ
か
と
い
う
状
態
だ
」

抑
え
ら
れ
る
。

4
月
の
暉
上
げ
と
な
る
企
業
は
、
補
助
に
よ
る
こ
う
悲
鳴
を
上
げ
る
の
は
サ

は
1
割
強
の
た
め
、
燃
料
費
に
抑
制
効
果
は
1
割
程
度
な
の
に

ン
コ
ロ
ナ
小
田
（
小
松
市
）
の

大
幅
な
変
動
が
な
い
限
り
は
対
し
、
値
上
げ
幅
は
23S24％
小
田
外
喜
夫
社
長
。
同
社
で
は

今
よ
リ
安
く
な
る
可
能
性
が
と
な
る
た
め
、

1
月
よ
り
も
4

1
月
分
の
電
気
料
金
が
1
1
9

高
い
。
も
と
も
と
4
月
は
電
気
月
以
降
の
方
が
電
気
料
金
が
高

7
万
円
に
な
る
と
の
試
算
を
出

使
用
量
が
減
る
季
節
で
も
あ
い
可
能
性
が
大
き
い
。
し
て
お
り
、

2
0
2
1年
12月

る
。

「

電

気

が

な
け
れ
ば
生
産
で
の
7
6
6万
円
か
ら
1
.
5倍

-

）

 

新
た
に

10討
プ
ラ
ン

国
補
助
で
来
月
か
ら
は
抑
制

前
年
比
4
割
上
昇

に
上
が
っ
た
。
特
別
措
置
の
適
用
を
申
請
し
、
は
充
電
時
間
が
従
来
の
電
動
式

4
月
の
電
気
代
価
上
げ
に
よ

25日
に
認
可
を
受
け
た
。
に
比
べ
て
約
4
分
の
1
に
短
縮

っ
て
再
び
直
上
が
リ
し
て
1
3

北
陸
電
力
送
配
電
も
小
売
電
さ
れ
る
ほ
か
、
継
ぎ
足
し
充

2
9万
円
と
な
る
見
通
し
だ
。
気
事
業
者
に
対
し
、
送
配
電
設
電
も
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

小
田
社
長
は
「
こ
の
ま
ま
で
は
備
の
使
用
量
な
ど
の
算
定
日
を
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の

産
業
が
崩
壊
す
る
」
と
語
気
を
最
大
5
カ
月
延
長
す
る
。

い
ず
後
、
初
号
機
の
出
荷
式
も
行
わ

強
め
た
。

れ
も
2
0
2
0年
3
月
分
以
降
れ
た
。

石
川
、
富
山
で
ス
ー
パ
ー
50
が
対
象
と
な
る
。

来
月
に
金
沢
で

店
舗
を
展
開
す
る
大
阪
屋
シ
ョ

＇

新

型

フ

ォ

ー

ク

ニ

ッ

ト

懇

話

会

ッ
プ
（
富
山
市
）
で
も
、
電
気

リ
フ
ト
を
発
表

料
金
が
前
年
に
比
べ
て
約
5
割

増
と
な
っ
た
。

担

当

者

は

安

売

石

川

県

ニ

ッ
ト
工
業
組
合
と

リ
路
線
を
維
持
す
る
と
し
、「今

コ
マ
ッ
中
部
編
レ
ー
ス
工
業
協
同
組
合

は
我
慢
だ
」
と
諾
っ
た
。

コ
マ
ツ
の
新
商
品
発
表
会
は
の
新
春
ニ
ッ
ト
惹
話
会
は
2
月

電
気
料
の
支
払
い

25日
ま
で
に
、
コ
マ
之
砺
木
工

24日
、
金
沢
市
の
K
K
Rホ
テ

場
（
栃
木
県
小
山
市
）
で
開
か
ル
金
沢
で
開
か
れ
る
。
福
井
経

れ
、
大
容
量
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

綱

興
業

（
福
井
市
）
の
高
木
義

最
大
5
カ
月
延
長

バ
ッ
そ
ソ
ー
を
搭
載
し
た
新
型

秀
社
長
が
「
衣
料
か
ら
医
療
へ

北

電

醤
電
力
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
電
動
式
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
2
『
リ
ア
ル
』

の
影
響
で
電
気
料
金
の
支
払
い
が
関
係
者
に
お
披
露
目
さ
れ
ガ
ウ
デ
ィ
計
画
へ
の
挑
戦
」
と

が

国

と

な

っ

た

契

約

者

に

つ

た

。

題

し

、

人

気

小

説

の

題

材

に

も

い
て
、
支
協
間
を
最
大
5
カ
墨
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
「
F

な
っ
た
医
療
分
野
で
の
商
品
開

月
延
長
す
る
。
経
済
産
業
相
に

E
2
5
G」
「
F
E
3
0
Gー
2
」
発
に
つ
い
て
諾
る
。

午
後

4
時
か
ら
で
、
聴
講

料
は

3
千
円
。
組
合
員
は
無

料
と
な
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
参
加
も
受
け
付
け
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
県
繊
維
協
会

内
の
県
ニ
ッ
ト
工
業
組
合
ま

で
。

a
J
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